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1. 研究概要 

 新しいメディアであり、学生にとっても身近なPodcastの教育利用、とくに外国語学習環境におけ

る可能性を引き出し、新たな教育ツールとしての活用する方策を探ることが本研究の目的であっ

た。より具体的には、podcast を含みこんだ、トータルな学習環境のデザイン、そのデザインにふさ

わしいコンテンツの内容を考察し、また実際にコンテンツを開発することによって、学習者の学び

の最適ツールとして、podcast というメディアを拡充していくことにある。 
 
2. 研究内容 
1) podcast配信までの準備 
 今回の学習対象者は SFCフランス語インテンシブ 1, 2, 3の学生とした。学生へのリア
リングでわかったことは、i-Tunes は使っていても、積極的に podcast の番組を探して登
録をするというライフスタイルはまだそれほど日常的ではないために、podcast 番組への
アクセスビリティのたのサイトを構築した。 

 

 
 
 



 
 まずは情報を集約させるため、このサイトにいけば最低限、教材音声をきくことができる
よう、ストリーミング素材を置くとともに、番組登録のためのバナーをおいて、登録しや

すいデザイン作りを心がけた。そしてインテンシブのレベルごとに全てのコンテンツを概

観できるようにし、podcast の登録方法も明示した。これらのサイトの制作、および画面
デザインから podcastの配信に至るまで、インフラの整備は SFC政策・メディア研究科 1
年村田幸治が行なった。 
 

 

 2) podcastの配信と授業とのリンク 
  podcast は主に二つのタイプのものを配信した。ひとつは授業に直接関連する番組。
もうひとつは内容としては授業の進行に合っているが、授業では扱わない番組。 
・授業との関連する番組 
 学習においては、教科書というレフェランスは必要であるが、言葉の世界は教科書で完



結しているわけではない。娯楽性に富んでいたり、最新の情報を入れたり、ということは

教科書ではできないものである。podcast はまさに教科書＋αに適したメディアである。
さらに学生の学習に引き寄せて言えば、学生のレベルをみながら、教材に学生を合わせる

のではなく、学生に教材を合わせて、内容を考えることが podcast のようなメディアでは
可能である。授業をして、学生の理解があいまいなところを授業後に配信するなど、柔軟

性をもった教材作りができるということである。 
 これらの教材作成は、ソニーの高級録音機を用い、普通の研究室で行なった。内容につ

いては、訪問講師パトリス・ルロワとともに作成し、録音も一緒に行なった。 
 実際の授業では、主に事前に授業の内容にあわせて番組を制作→授業の一部でその教材

を利用→授業後すぐに配信→次回授業でチェックテストという形で行なった。授業の活動

内容と授業外の活動内容をリンクさせるひとつのテストケースである。 
・授業では扱わない番組 
 こちらは、通学途中など、ふと勉強したくなったときに、手軽に見られる動画教材であ

る。とはいえ、授業の内容とは緩やかにリンクしているため、まったく知らないものを学

ぶのではなく、授業と相互補完の教材として利用することができる。この教材は SFCの非
常勤講師 Vincent Durrenbergerがすべて作成した。 

           
 
 
 
 このような動画で、学生はいつでもどこでも i-Podを持っていれば即座に学習が可能であ
る。また、i-Pod, i-Tunesでは「説明」の欄があるので、文字も確認できる。 
                          



                       
 
3. 研究成果 
 podcast の意義は、以上のような多岐に及ぶ内容を一元化して、学習者の元に届けられ
ることにある。音声教材、動画教材、授業の補習、授業と独立した番組、等々。その意味

は、学習者が自分の興味、必要に応じて、配信された教材から、自由に取捨選択できるこ

とを意味する。たとえば、今回はインテンシブ 1, 2,3の全てのレベルで教材を配信したが、
当然学生はそれらすべてをダウンロードすることができる。たとえばインテンシブ 2の学
生であれば、普段は自分のレベルの podcastで学習するが、復習が足りない単元であれば、
インテンシブ 1の番組で補い、また力がついてきた学生は、先取りしてインテンシブ 3の
教材にチャレンジしてもよいのだ。こうした学習者が主体となって、一元化された教材群

のなかで、自由に航行してゆく、podcast はそうした自律学習をサポートするとても簡便
ですぐれたメディアであると言える。 
 
4. 研究発表 
 今回の研究は、2009 年 3 月 27、28 日に行なわれる関西フランス語研究会主催「第 28
回ランコントル関西」で発表予定である。発表は國枝孝弘、パトリス・ルロワ、SFC非常
勤講師ヴァンサン・デュランベルジェ（動画 podcast の制作）、SFC 政策・メディア研究
科 1年村田幸治（サイト制作、podcast素材加工および）配信の 4名で行なう。 


